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竹
本

一
科
学
技
術
・
Ｉ
Ｔ
担
当
大
臣
の
「
行
政
手
続
き
の
『
デ
ジ
タ
ル
化
』
と
書
面
に
押
印
す
る
日
本
古
来

の
『
は
ん
こ
文
化
』
の
両
立
を
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指
す
」
と
い
う
意
味
合
い
の
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

中

谷

一

馬 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

竹
本

一
科
学
技
術
・
Ｉ
Ｔ
担
当
大
臣
の
「
行
政
手
続
き
の
『
デ
ジ
タ
ル
化
』
と
書
面
に
押
印
す
る
日
本
古
来

の
『
は
ん
こ
文
化
』
の
両
立
を
目
指
す
」
と
い
う
意
味
合
い
の
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

世
界
銀
行
が
行
っ
た
約
百
九
十
ケ
国
の
二
〇
一
九
年
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
関
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
「
起
業
の
し
や
す

さ
」
に
つ
い
て
の
総
合
評
点
が
九
十
三
位
と
い
う
大
変
低
い
水
準
に
あ
る
。 

 

現
在
、
日
本
で
会
社
を
登
記
し
よ
う
と
す
る
と
、
非
常
に
面
倒
な
手
間
が
多
く
か
か
る
上
に
、
各
種
手
続
き
が
完
了
す
る
ま

で
に
一
週
間
か
ら
十
日
の
時
間
が
か
か
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。 

 

一
方
で
、
起
業
に
お
い
て
世
界
最
先
端
の
処
理
ス
ピ
ー
ド
を
誇
る
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、
最
短
十
八
分
で
会
社
が
設
立
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
う
い
っ
た
日
本
の
現
状
を
改
善
す
る
に
は
、
公
証
人
の
面
前
確
認
を
含
め
て
、
対
面
原
則
・
書
面
交
付
原
則
・
押
印
原
則

の
あ
り
方
を
見
直
し
た
上
で
、
よ
り
良
い
方
向
に
再
構
築
す
る
な
ど
、
作
業
工
程
を
し
っ
か
り
と
見
直
し
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線
で

の
行
政
事
業
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
日
本
政
府
が
掲
げ
る
「
世
界
で
最
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
し
や
す
い

国
」
に
す
る
と
い
う
目
標
は
、
残
念
な
が
ら
空
虚
な
も
の
に
な
る
。 

 

そ
う
し
た
中
、
こ
の
度
、
竹
本

一
科
学
技
術
・
Ｉ
Ｔ
担
当
大
臣
の
「
行
政
手
続
き
の
『
デ
ジ
タ
ル
化
』
と
書
面
に
押
印
す
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る
日
本
古
来
の
『
は
ん
こ
文
化
』
の
両
立
を
目
指
す
」
、
「
自
分
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
考
え
た
の
は
、
両
者
を
対
立
軸
で

見
る
の
で
は
な
く
て
、
同
じ
壺
の
中
の
同
族
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
中
で
、
共
に
栄
え
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い

う
こ
と
を
、
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
飛
び
出
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
本

件
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
確
認
し
た
く
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

「
行
政
手
続
き
の
『
デ
ジ
タ
ル
化
』
と
書
面
に
押
印
す
る
日
本
古
来
の
『
は
ん
こ
文
化
』
の
両
立
を
目
指
す
」
と
い
う
意

味
合
い
の
発
言
に
つ
い
て
、
決
裁
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ば
印
鑑
が
必
要
な
く
な
る
と
の
指
摘
が
あ
る
中
、
具
体
的
に
ど
う

い
っ
た
施
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
詳
し
く
ご
説
明
頂
き
た
い
。 

二 

「
自
分
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
考
え
た
の
は
、
両
者
を
対
立
軸
で
見
る
の
で
は
な
く
て
、
同
じ
壺
の
中
の
同
族
と
い
う

か
、
そ
う
い
う
中
で
、
共
に
栄
え
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
次
第
で
す
」
と
い
う
発
言
に
お
け
る
両
者
と
は
デ
ジ
タ
ル
化
と
印
鑑
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
は
行
政
手
続
き

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
つ
つ
も
、
印
鑑
を
主
と
し
た
ア
ナ
ロ
グ
な
行
政
事
業
を
今
後
も
継
続
し
て
栄
え
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

す
と
い
う
意
思
表
示
と
捉
え
て
よ
い
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

三 

公
益
社
団
法
人
全
日
本
印
章
業
協
会
、
全
国
印
判
用
品
商
工
連
合
会
、
全
国
印
章
業
経
営
者
協
会
と
い
う
は
ん
こ
関
連
の
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業
界
団
体
か
ら
、
「
行
政
手
続
き
に
お
け
る
本
人
確
認
で
の
押
印
の
見
直
し
」
、
「
法
人
設
立
に
お
け
る
印
鑑
届
出
の
義
務

の
廃
止
」
、
「
民

民
手
続
き
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
」
に
つ
い
て
、
政
府
に
対
し
て
再
考
や
白
紙
撤
回
を
求
め

る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
望
は
、
本
人
確
認
に
は
引
き
続
き
印
鑑
の
み
を
用
い
る
べ
き
で
あ
り
、
一
般

的
な
取
引
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
と
い
う
主
張
だ
が
、
こ
の
主

張
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な
ど
で
は
、
「
あ
ま
り
に
も
時
代
錯
誤
」
な
ど
と
、
業
界
団
体
の
意
見
に
反
発
す
る
声

が
圧
倒
的
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
報
道
が
あ
る
。 

 
 

そ
の
一
方
で
、
二
〇
一
九
年
五
月
三
十
一
日
に
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
デ
ジ
タ

ル
行
政
推
進
法
）
が
公
布
さ
れ
た
が
、
そ
の
基
本
原
則
に
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
：
個
々
の
手
続
・
サ
ー
ビ
ス
が
一

貫
し
て
デ
ジ
タ
ル
で
完
結
す
る
」
と
「
ワ
ン
ス
オ
ン
リ
ー
：
一
度
提
出
し
た
情
報
は
、
二
度
提
出
す
る
こ
と
を
不
要
と
す

る
」
と
「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
：
民
間
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
、
複
数
の
手
続
・
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実

現
す
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

こ
う
し
た
観
点
か
ら
法
人
設
立
を
含
む
行
政
手
続
き
に
お
け
る
各
種
手
続
き
に
関
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
行
政
推
進
法
の
基
本

原
則
を
鑑
み
て
も
、
物
理
的
な
押
印
で
は
な
く
電
子
署
名
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
主
と
し
た
改
革
を
前
に
進
め
て
い
く
必
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要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。
政
府
の
ご
所
見
を
伺
い
た
い
。 

四 
公
益
社
団
法
人
全
日
本
印
章
業
協
会
、
全
国
印
判
用
品
商
工
連
合
会
、
全
国
印
章
業
経
営
者
協
会
の
三
団
体
か
ら
、
「
法

人
設
立
に
お
け
る
印
鑑
届
出
の
義
務
の
廃
止
」
の
再
考
や
「
民

民
手
続
き
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
」
の
白
紙
撤

回
な
ど
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
際
、
「
印
章
業
界
が
被
る
被
害
に
対
す
る
国
の
売
上
補
償
」
の
要
望
が
政
府
に
提
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
要
望
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
ご
見
解
を
伺
い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


